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AOZORA NEWS

さんだや

　寒さも少しずつ厳しくなり、冬の訪れを感じられる頃となりました。今年も早いもので残すところ 1カ月となりました。
保護者のみなさまは、どのような 1年を過ごされましたでしょうか。子どもたちは、遊びなどのいろいろな生活体験を通
して、興味の幅が広がり、自分から進んでできることが増えました。また、さまざまな行事を通して、職員と子どもたち
や子どもたち同士のたくさんの楽しい経験もできました。これからの季節は、クリスマスやお正月とあおぞら園やご家庭
での行事もあると思います。たくさんの楽しい思い出を作っていければいいなと思います。
今回は「子どもたちの行事」についてお話させていただこうと思います。私があおぞら園で子どもたちと行事に参加す
るようになる以前、幼稚園や小学校の行事が苦手でストレスをためてしまっている子どもたちをたくさん見ていました。
行事にはいろいろなお約束があったり、急な予定の変更など非日常的なことがたくさんあるので、発達が凸凹した子ども
が参加するのはしんどいことだと思っていました。数年前、あおぞら園で行事を楽しんでいる子どもたちを見たとき、「そ
うやんね！」「楽しいよね！」と素直に感じました。すぐには慣れない子どももいますが、無理をさせることなく、次に
何があるかを知らせながら、少しずつ場面を経験していくことで、段々と「非日常」が「非日常」でなくなり、「知らない」
ことが「知っている」ことに変わっていくと、「ちょっと見てみようかな」「いっしょにやってみようかな」と活動の輪に入っ
てくることが増え、なんだかわからなくて怖かったものが、楽しいものに変わっていくことがたくさんありました。いろ
いろな行事が ( それを見ていただけだとしても ) 楽しい経験として記憶に残っている子どもたちは、また次の年もその行
事を楽しめるんだろうなと思いました。
10 月に「モンテッソーリ教育を基本とした特別支援教育の実践」の研修を受けてい

ただいた日本福祉協議機構の保育士さんたちが、11 月に、あおぞら園と明石の児童
発達支援事業所で見学研修をしました。研修後、「子どもたちの発達や凸凹を理解し
て組み立てていく療育や子どもたちの将来を見据えた療育の必要性を考える機会に
なりました。」と嬉しい感想をいただきました。これからも、あおぞら園だけではな
く他事業所、保育園、幼稚園、小学校等と連携させていただきながら、子どもたちの
ことをしっかりと考えた療育を進めていきたいと思います。
今年も保護者の皆様のご理解とご協力のもと、子どもの健やかな成長のお手伝いができたこと、心より感謝申し上げま
す。来年も引き続き、子どもたちの笑顔がたくさん見られる療育を行っていきたいと思います。どうぞよろしくお願いい
たします。

あおぞら園・きらきらART SHIP明石2021への挑戦！ ～小さなアーティスト達の表現を大切にする ～

浅原奈緒子園長のご挨拶

療育経験を活かした相談支援 ～保護者に寄り添い、一緒に成長していく～

障害児相談支援の業務に携わり 7 年あまり経ちますが、その間いろいろな子どもたちと保護者に出会いました。元々、
あおぞら園・きらきらで５年間、療育の現場にいたこともあり、通算すると 10 年以上のお付き合いになる親子もいます。
明石では平成 26 年に計画相談支援・障害児相談支援がスタートし、私の場合お恥ずかしい限りですが、「『放デイ』っ

て何？」というあたりからの始まりでした。ただ、療育の現場で、障害に関する基本的な理解と、特性に応じた具体的
な支援の手立て等を学んでいたことは、本人・保護者が何につまずいているかを捉えるうえで助けになりました。「〇〇
くんはこんな特性があるから、こんなふうにするとよいかもしれません。」などと私が伝えると、お母さんたちはとて
も熱心で、「それならできるかも」といったよい反応をして下さり、そういっ
たやりとりの積み重ねから、お母さんご自身が周りに適切に相談しつつ、自
分でも工夫してやっていくという力をつけていただけたかなと思います。お
母さんたちの多くは、学齢期以降も学校の先生とうまくやりとりされている
印象ですし、相談先を複数持っている方も多く、お母さんたちの成長や生活
が充実されていることを、とてもうれしく頼もしく思っています。
これからも保護者のみなさまに「相談してよかった」と思っていただける

ように、そして、保護者ご自身の力を培っていただけるように、努めていき
たいと思います。（向井）
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皆さま、ART SHIP 明石をご存知でしょうか？毎年 12 月、明石市立文化博物館で開催される障がいのある方たちが創作
した個性豊かな作品が集まるアート展です。あおぞら園・きらきらも例年、こども達の作品を出展し続けてきましたが、
今年の ART SHIP 明石では今までとは違った参加形式を考えています！
来場者にあおぞら園・きらきら所属の未来ある小さなアーティスト達の
魅力を伝え、より作品に感情移入してもらう仕掛けを準備し、ART SHIP 明
石 2021 を盛り上げていこうと思っています。他の事業所を圧倒するあお
ぞら園・きらきらブースにご期待ください。ART SHIP 明
石 2021 は 12 月 15 日（水）から 12 月 21 日（火）10 時
から 17 時まで開催されます。※21 日は 15 時まで
たくさんの方々にご来場いただき、あおぞら園・きらき
らのアートの本気をご鑑賞ください。（服部）
　※右記QRコードから CM動画をご視聴ください♬

LGBTQ+/SOGIE出前講座を開催！ ～ありのままがあたりまえのまちづくりを目指して～

あおぞら園・きらきらでは朝礼の挨拶で「手話」を使っているのは周知の事実で
すが、この度、明石市が掲げる SDGs 未来安心都市の考えに賛同して 10 月 19 日
に LGBTQ+/SOGIE 出前講座をあおぞら園・きらきらスタッフ向けに行いました。
あおぞら園・きらきらでは障がいや性の多様性を知り、様々な立場を理解し共感で
きる人材育成を行い、今後、自分の性で悩んでいる方の実習の受け入れや就職につい
ても積極的に取り組んでいきたいと思います。
ありのままで暮らせる社会を目指して 12 月にも第 2弾となる LGBTQ+/SOGIE 出前

講座の開催を予定しています。（服部）

すべてのこども達が地域で幸せに暮らせることを願ってVol.1 明石市地域自立支援協議会 こども部会長飯塚由美子

当法人（社会福祉法人三田谷治療教育院）創設者、三田谷啓先生の言葉
に「当人の好む仕事を、好きな場所で、好きな教師に・・・」があります。
その思いを現代にそして、どの年代にも通じるようにすると、以下のよう
になります。

「好きな場所で、 好きな人と、 好きなことをする」
つまり、障害があってもなくても、すべての子ども達が上記の様にご
本人の希望に沿った充実した生活ができる明石になって欲しい。その事を
願って、色々な機会を逃さずあおぞら園としては、アプローチをしていま
す。
今回 Vol.1 は、明石市地域自立支援協議会こども部会の児童通所部会定
例会において、「医療的ケア児研修」を実施いたしました。目的は、明石

市内の医療的ケアを受けている子どもたちが生活されている実態。そして、医療的ケアの子ども達にとって、地域での
当たり前の生活を保障する為には、どのような手立てが必要なのか。を事業所の皆さんに理解して頂く第 1 歩の研修企
画でした。
国としても、今年度は、4月に報酬単価の見直しはじめ「医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律」を公
布し 9月 18 日施行されました。こども部会の研修では、児童発達支援事業所・放課後等デイサービスの方が医ケアの子
どもたちを受け入れられる可能性を理解していただく為の内容にいたしました。
まず、医療的ケア児が他の市町村で、保育園や小学校に通っている様子の映像・明石市の対象のお子さんの映像を見てい
ただきました。その後、障害福祉課から見直された法律の説明をいただき、当日は 4カ所の訪問看護ステーションの看護
師さん・理学療法士さんに来ていただき、現状と利用するにあたってのアドバイスを頂きました。又、教育委員会の中西
先生からは、対象児童の受け入れ実態や課題をご提示いただきました。
一番の課題は、看護師さんの確保ではありましたが、明石市内・近辺の事業所でも看護師さんを配置しているところ
も増えていることが明らかになりました。また、参加者からは「実態を初めて知りました」「何か手立てを考えたいです」
等の感想をいただき、最後に、私からは「小さな一歩でも良いので、できない理由を探すのではなく小さなことでもで
きることを考えて頂き、医療的ケアを受けている子どもたちの居場所を確保し、本人の希望に少しでも添える様努力し
ていきましょう。」との言葉で終わりました。

あおぞら園・きらきら
ARTSHIP 明石 CM動画 アート制作を楽しむいるか組のお子様

こども部会の会議に参加する飯塚（左）

療育現場の経験を活かした対応で
保護者の皆様に寄り添う向井相談員

LGBTQ＋/SOGIE 出前講座の様子

児童発達支援事業所で研修を
受ける日本福祉協議機構のスタッフ


